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株式会社 木アルミニューム製作所
代表取締役社長  木 威(たけし)
〒５９０－０５０４  大阪府泉南市信達市場２０４５
TEL. ０７２－４８３－５５５５　 FAX. ０７２－４８２－１１３３
資本金／６０，０００千円 従業員／１３０名
主な取引先／電気機器、電線、重電、自動車、機械など、

各種メーカー
主な保有設備／溶解炉、鋳造装置、圧延機、テンションレ

ベラー、スリッターライン、シャーライン、
プレス機、焼鈍炉など 

主力製品／アルミ圧延品（角板、丸板、コイル）
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アルミ圧延品の品質を磨き、
無限の可能性を引き出す

Ұ؏ੜ࢈ମ੍をえΔதݎϝʔΧʔ
アルミ製品素材を製造する中堅メーカー。アルミ

ニウムの溶解から圧延、プレスなどの一貫生産体
制を整え、コイルや角板、丸板などのアルミ圧延
品を生産している。国内の中小アルミメーカーでは
唯一、０．２㎜以下の薄板材も手がける。圧延品の
用途は電子部品、変圧器巻線材、電線被覆材、自
動車ラジエター、熱交換器フィン材、コンロや炊飯
器の部材など多岐にわたる。

ΞδΞҬͷΞϧϛൃۀలʹد༩
大阪府泉南市と鳥取県西伯郡大山町に製造拠点

を持つ。短納期、小ロットへの対応はもちろん、さ
まざまな性質や機能を持ったアルミ合金の製造な
ど顧客の要望に応じた生産を得意とする。

各国の要望に応えて、１９５０年代からミャン
マー、タイ、韓国、インドネシア、中国などに製造
プラントの輸出と技術供与を進め、アジア地域で
のアルミニウム工業の発展にも寄与してきた。

事業内容

Ξϧϛޫً材ͷ։ൃʹ取ΓΉ
高付加価値製品開発の一環として、平成２６年

からアルミニウム光輝材の研究開発に取り組んで
きた。アルミニウム光輝材は光沢に悪影響を及ぼ
す添加元素を減らし、光沢や強度を高める元素を
適量加え、特別な圧延方法によって製造した材料。
高級器物や化粧品ケースなど、装飾部材として需
要が高い。

ࢷચড়ϥΠϯをಋೖ
アルミニウム光輝材は、板表面が平滑かつ柔ら

かいため、ほこりなどの異物が付着していると、ロー
ラーによる圧延工程で表面にキズが発生してしまう。
また、ほかの製造工程で潤滑油の油膜が表面に
付くことも少なくない。この課題を解決し、アルミ
ニウム光輝材の高品質化を実現するために、中小
企業庁の「ものづくり補助金」の採択を受け、表面
を清浄にするための脱脂洗浄ラインを平成２８年
１２月、泉南工場（大阪府泉南市）に導入した。

補助事業

ਗ਼ড়্ʹखͨ͝え
脱脂洗浄ラインは、アルミニウム板を毎分７５ｍの速

度で、コイル状のまま連続して洗浄できる。大量の洗
浄液を板の表面に高圧で吹き付ける方法を採用してい
る。コイルから切断した板の状態で洗浄処理を行って
いた従来設備と比較して、処理効率は約２０％向上した。

ラインの長さは１５ｍ。板幅３３０㎜―６１０㎜、板
厚０．５㎜―４㎜のアルミニウム板に対応する。小さな
異物が残りやすい板の両端は、ライン上で高精度にカッ
トすることができる。「ライン導入前の予想よりも美し
い仕上がりになった。表面の清浄度が向上したことで、
製品価値が上がった」と、 木 威

たけし
社長は手ごたえを

語る。

ใٕज़׆༻ͰলਓԽਐΊΔ
ラインは、タブレット端末での操作が可能。運

転中、離れた場所での監視もできるようになり、作
業効率は大きく向上した。また、技術者や品質管
理者が洗浄された板をいち早くチェックできるよ
う、脱脂洗浄ラインを導入した泉南工場と大山工
場の品質保証部をインターネットで結び、高精度カ
メラで撮影した表面画像をリアルタイムで見ること
ができる仕組みも整えた。

具体的成果

ԽহέʔεͳͲൢ࿏։ʹྗ
平成２８年６月期の売上高は３０億３，８００万円。

ここ数年、横ばいが続いている。アルミニウム圧延品
の国内市場の大きな伸びは見込めないことから、「新
開発製品の売り込みで業績拡大を目指す」と 木
社長は話す。その大きな戦力と期待するのがアルミ
ニウム光輝材だ。用途としては、化粧品ケースや照明
器具、反射材向けが有望。現在、販路開拓に力を注い
でおり、月あたり１５ｔ―２０ｔの販売を見込んでいる。

ίπίπͱਅ໘ʹ՝ʹ取ΓΉ
アルミニウムは、軽い、美しい、加工性に優れる、

熱や電気の伝達率が高いなどの特徴を持つ。 木
社長は「アルミニウムの可能性は無限にある。それ
を引き出していきたい」と意欲を燃やす。

今回の泉南工場への脱脂洗浄ライン導入は、光
輝材だけではなく、同工場で生産するすべてのアル
ミニウム圧延品の清浄度や品質の向上につながっ
ている。アルミニウムの可能性を引き出すために、
今後も生産設備の充実や新製品開発、人材育成な
ど、「目の前の課題にコツコツと真面目に取り組ん
でいく」と 木社長は語る。未来を切り拓くため
の挑戦は、日々続けられている。

今後の戦略

各種形状のアルミニウム圧延品
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小ロット、短納期といった自社の強みや、品
質に磨きをかけています。その結果として
「 木ブランド」と呼ばれるような製品群や
信頼が生まれれば、大手メーカーとの競争
にも対抗できると考えています。

「 木ブランド」の構築へ

代表取締役社長  木 威
たけし
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アルミニウムを溶かす溶融炉

泉南工場に新設の脱脂洗浄ライン
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